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ＪＡ中野市営農センター 

ＪＡ中野市ぶどう部会 

第 12 回（第 9 回）【ぶどう定期防除】（べと病、ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ等） 

散布時期 袋かけ直後の防除から１０日後（7 月中旬～7 月下旬） 

散布品種 全品種 

散布薬剤 

水 

ＩＣボルドー66Ｄ 

又は※1ムッシュボルドーＤＦ 

テルスター水和剤 

 

ー 
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200 

100 
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散布日 

 

  月  日 

ビッグマグ 葉色向上 100    葉面散布剤です。 

散布量 4００ℓ／１０a 

注意点 

※シャインマスカット園や前回ダニ剤散布園はＩＣボルドー６６Ｄに代えてムッシュボルドー 

ＤＦを散布する。（石灰が含まれている薬剤はダニ剤の効果を落とすので、使用しない。） 

※テルスター水和剤の加用は散布直前の混用とする。スリップス（クモ、やぶ蚊）発生園 

① ＩＣボルドー66Ｄに代えて 4-4 式ボルドー、コサイド 3000 2,000 倍、ムッシュボルド

ーＤＦ500 倍を使用してもよい。（ｺｻｲﾄﾞ、ﾑｯｼｭ使用時薬害心配な園はｸﾚﾌﾉﾝを加用する。） 

② ボルドー液散布の際は、近隣園に飛散しないよう注意する。（汚れ・もも・プラム等への薬害） 

【※4-4 式ボルドーの作り方 （水 100ℓに対し硫酸銅 400g、生石灰 400g）】 

  ①生石灰に生石灰の３倍重量の水を混ぜ消化させ、温度が下がるまで放置する。(火傷、火事注意) 

  ②消化した石灰に全水量の１～２割（10～20ℓ）の水を加え、石灰乳とする。 

  ③硫酸銅をバケツ１杯程度のぬるま湯でよく溶かし、残りの全水量（80～90ℓ）に溶かす。 

  ④②の石灰乳に③の硫酸銅液を撹拌しながら徐々に加えて 100ℓにする。 

 

第 13 回（第 10 回）【ぶどう定期防除】（べと病、さび病防除） 

散布時期 前回から１０日後（7 月下旬～8 月上旬） 

散布品種 全品種 

散布薬剤 

水 

ＩＣボルドー66Ｄ 
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100 
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  ℓ 

ｋｇ 

散布日 

  月  日 

ビッグマグ 葉色向上 100   ｇ 葉面散布剤です。 

散布量 4００ℓ／１０a 

注意点 

① ＩＣボルドー66Ｄに代えて 4-4 式ボルドー、コサイド 3000 2,000 倍、ムッシュボルド

ーＤＦ500 倍を使用してもよい。（ｺｻｲﾄﾞ、ﾑｯｼｭ使用時薬害心配な園はｸﾚﾌﾉﾝを加用する。） 

② コサイド・ムッシュボルドー使用時は展着剤を加用する。（ハイテンパワーやアビオンーＥ等） 

③ ボルドー液散布の際は、近隣園に飛散しないよう注意する。（汚れ・もも・プラム等への薬害） 

◆農薬収穫前規制について◆ 

収穫を控え使用できる農薬が限られてきます。下記を参考に農薬の安全使用に努めて下さい。 

農薬名 対象病害虫 使用倍率 収穫前日数 使用可能回数 

エトフィンフロアブル べと病 1,000 倍 収穫 7 日前まで 4 回 

イカズチＷＤＧ ｱｻﾞﾐｳﾏ類・ｺｶﾞﾈﾑｼ類・ﾌﾀﾃﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 1,500 倍 収穫 7 日前まで 5 回まで 

アディオンフロアブル ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ(ｽﾘｯﾌﾟｽ）・ｺｶﾞﾈﾑｼ類・ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ 1,500 倍 収穫７日前まで 5 回まで 

散布できる農薬が限られてきています。ご不明な点はぶどう担当までご相談下さい。 


